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その一方で、昇格一年目のチームには極めて不利であり（リーグの中位に食い込まなければ で降格してしまう） 、 た 好調なチームが数年前 不調が原因で降格の憂き目にあってしまうこともある。リ ベルも二〇〇八―〇九シーズン前期に最下 で終わったツケを挽回すること できず、二〇一〇―一一シーズン終了時点でのプロメディオが二〇チーム中一七位になってしまった そして、二部リーグ四位のベルグラ ノのホーム＆アウェー方式の入れ替え戦に出場することになり、アウェー 第一戦が〇対二、ホームの第二戦が一対一（インチャ 暴動により後半途中で打ち切り）という惨憺たる結果で二部に降格してしまった である。　
この結果に慌てたのが当時のア
ルゼンチンサッカー協会会長のフリオ・グロンドーナであった。前掲の表に示され いるように、リーベルは一試合あたりの観客動員がアルゼンチンで最も多いチムであり、同チームの二部降格によるリーグ全体 経済的損失は非常に大きい。さらに、もしリーベルが一部への昇格に失敗してしまうと、その損失は拡大する一方で
ある。そこで、彼は一部リーグと二部リーグを統合した四〇チームによるリーグを新たに創設し、リーベルの降格 阻止しようとした。しかし、一九七九年から死去する二〇一四年まで三五年間会長職の座にあり続け、 「独裁者」とも評された彼をもってしてもこのような強引な改革を推 進めることは難しく、リーベルは二〇一―一二シーズンを二部リーグで戦うこと なった。　
幸いグロンドーナの心配は杞憂
に終わり、アルゼンチン代表フェルナンド・カベナギと元フランス代表のダヴィド・トレセゲ（彼の両親はアルゼンチン人で、二重国籍を有している）を獲得するというなりふり構わぬ補強を行ったリーベルは二位 キルメスを勝ち点一差で振り切って二部リーグ優勝を果たし、一年で一部リーグに復帰し 。しかし、 〇一二―一三シーズンにグロンドーナ自身がかつて会長を務めていたインデペンディエンテが降格するとリーグ改革の動きを再燃させ、死去する二カ月前の二〇一四年五月に一部 を三〇チームに拡大する案をまとめた。そ 結果、二〇一五年から一部リーグは三〇
チームによる総当たり戦となり、二部への降格も「プロメディオ」での下位二チームのみという制度に変更された。すなわち、名門チームの降格がきっかけとなり、彼らが二度と に降格することがないようリーグのルールが大幅に変更されたのである。　
以上のようなルール変更の他に
も、ボカのインチャによってリーベルの「Ｂ」 （二部）への降格を揶揄する「
R
iber 」 （本来の綴りは
R
iver ）なる造語が生み出された
り、入れ替え戦をテレビで観戦中にありったけの罵詈雑言を画面に浴びせかける様子を家族によってY
outube
にアップロードされて
しまったリーベルのインチャ タノ・パスマン氏が一躍時の人になったりするなど、リーベルの二部降格は一種の社会現象と化した。日本でも二〇一二年のガンバ大阪のＪ２降格が驚きをも て捉えられたが、サッカー大国アルゼンチンにおける名門チームの二部降格の余波の大きさは計り知れないののようである。（きくち
　
ひろかず／アジア経済
研究所
　
ラテンアメリカ研究グ
ループ）
表　アルゼンチンの人気上位10チームと2014シーズン（半期）の平均観客動員数
チーム名（本拠地） インチャ数（％） 平均観客動員数
ボカ・ジュニオルス（ブエノスアイレス） 22.5 41,000
リーベル・プレート（ブエノスアイレス） 16.1 54,000
ロサリオ・セントラル（ロサリオ） 9.9 36,750
ニューウェルス・オールド・ボーイズ（ロサリオ） 7.7 39,000
インデペンディエンテ（アベジャネーダ） 7.5 31,833
ラシン・クルブ（アベジャネーダ） 5.5 30,750
サン・ロレンソ（ブエノスアイレス） 4.7 19,750
タジェーレス（コルドバ） 3.8
コロン（サンタフェ） 2.7
エストゥディアンテス（ラプラタ） 2.4 23,400
（注）　タジェーレスとコロンは下部リーグに所属していたため、「平均観客動員数」が空欄。
（出所）　TyC スポーツが2015年１月から３月にかけて行った「インチャ国勢調査」と livefutbol.
com のデータを基に筆者作成（http://www.tycsports.com;http://www.livefutbol.com）。
